
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

岩手県立高田松原野外活動センター 活動支援資料 
１ 活動の流れ 

①つば釜は、本体、ふたからでき

ています。１つの釜で２５人分の

ご飯を炊くことができます。 

③米をとぐときは、米を人数分と水

をたっぷり入れ、３～4回かき混ぜ、
水が濁ったら素早く水を捨てます。 

⑦米の上に手のひらを下にして置

き、手のくるぶしまで水に浸る程度

まで水を入れます。 

⑤また水を入れ、指を広げて５～10回

かき混ぜ、濁った水を捨てます。これ

を水が半透明になるまで数回繰り返し

ます。 

⑥クレンザーを水でといたものを釜

の回りにぬります。後始末のときに

すすを取りやすくするためです。 

中ぶた：すり切り１杯２人分 

外ぶた：すり切り１杯３人分 

⑩火が釜のそこにかかるくらいの高

さに安定させます。 

②飯ごうの中ぶた、外ぶたは米の分量

をはかりとるときに使います。 
 

④水を捨てる時は、米がこぼれな

いように気をつけて捨てます。 

⑨移動式を使う場合、薪が燃えるの

を確認してから、釜を置きます。 

⑧釜がぐらついたりしないよう

にしっかり安定させます。 

移動式を使う場合 



 
 
  
 
  
 
 
 
 
 

 

 

⑫手でふたの上を強く押さ

えるようにすれば、振動で中

が沸騰しているかどうか分

かります。 

⑭灰や木くずなどを十能とほうきを使って

掃き、ドラム缶の中に入れます。 

２ 活動の留意点 

・ 釜の底にご飯がこげ付き取れないときは、木片を使って落とします。

スプーンなど金属のものを使うと傷がついてしまいます。 
・ 熱くなっているかまどに水をかけると割れますので、水は決してかけ

ないでください。火が自然におさまるのを待ってください。 
・ かまどで活動する人は、必ず軍手を着用してください。釜は熱くなっ

ているのでふたや執って以外は触らないでください。 

ふたを実際に開けたり試食したりしながら炊

けたかどうか実際に確かめてください。 

⑭かまどから釜を取り出す時に、外れない

場合は十能を使って緩めてからとります。 

⑪沸騰してくると、ふたのと

ころから泡と蒸気が吹きこぼ

れてきます。危険ですから、

決してふたを開けてはなりま

せん。 

⑮片づけでは、釜やふたのほかに、釜を置

いたかまどもきれいに洗います。 

⑬振動が衰えてきたら、火を弱め１０～１５分

程度待ちます。１０分程度蒸らせば出来上がり

です。 

炊き上がったご飯をボールに移し、つば釜の中

に水をひたひたになるくらい入れます。水の入

った釜を残り火にかけておくと汚れが落とし

易くなります。 


